
1 B 19 プラナリゼーションCMPとその応用
土肥 俊郎（埼玉大）
木下 正治（ﾆｯﾀ･ﾊｰｽ）
池野 順一（埼玉大）

67.22

2 B 4 工作機械の高速高精度化
幸田 盛堂（大阪機工）
白瀬 敬一（神戸大）
松原 厚（京都大）

50.10

3 D 1 メカノフォトニクス
野村 俊（富山県立大）
新井 泰彦（関西大）

46.31

4 B 26 マイクロ・ナノ加工とその応用

諸貫 信行（東京都立大）
森田 昇（富山大）
池野 順一（埼玉大）
梅原 徳次（名古屋大）

37.64

5 B 10
曲面・微細形状・機能性材料の
超精密加工と計測

鈴木 浩文（神戸大）
山形 豊（理化学研）
閻 紀旺（東北大）

35.80

6 D 2 知的精密計測

高増 潔（東京大）
笹島 和幸（東工大）
高谷 裕浩（大阪大）
高 偉（東北大）

34.26

7 B 21 電気エネルギ応用加工
武沢 英樹（工学院大）
糸魚川 文広（名古屋工大）

32.71
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NO. 講演者 講演者所属 講演題目 分類 コード セッションテーマ

1 溝口　知弘 北海道大学 曲面フィッティングに基づく測定メッシュモデルのセグメンテーションと特徴稜線抽出手法 A 65 形状モデリング（3）

2 山本　雄士 神戸大学
マイクロ・フレネルレンズ成形型の研削加工に関する研究（第2報）
－シャープエッジツルーイングによる高精度化－

C 73
曲面・微細形状・機能性材料の
超精密加工と計測（3）

3 村松　明 神戸大学 プラスチックレンズの精密プレス成形 C 81
曲面・微細形状・機能性材料の
超精密加工と計測（4）

4 長谷　良太郎 都立大学 電気濡れによる液面形状制御と微粒子整列への応用 E 78 表面機能の形成と評価（2）

5 秋濃　裕香子 慶應義塾大学 人工骨頭材料（Co-Cr合金）の細胞毒性に及ぼすELID研削液pH値の影響 F 05
ナノ表面研削／ELID研削（1）
−ELID表面改質−

6 渡辺　茂 埼玉大学
新しいBell-jar型CMP装置による加工特性の検討（第11報）
－光触媒反応併用によるSiC単結晶基板の加工特性－

G 80 プラナリゼーションＣＭＰとその応用（6）

7 中村　義浩 金沢工業大学 流水式メッキによるダイヤモンドワイヤ工具の作製条件と加工特性の関係 H 23 切断加工（1）

8 小泉　憲裕 東京大学 位置とハイブリッド制御のマスタ・スレーブ型遠隔超音波診断システムへの適用法 I 25 医用・人間工学（2）

9 岩館　健司 旭川高等専門学校
スモールワールドに基づくAGV経路の評価と設計
－GAによる経路設計－

J 39
スマートエンジニアリングシステム
の設計・応用（2）

10 吉井　伸一郎 北海道大学 自動車センサ情報の無線通信による道路状況観測システムの基礎開発 J 46
スマートエンジニアリングシステム
の設計・応用（3）

11 成毛　宏道 東京大学
粉末焼結積層造形法の肝細胞灌流培養用Scaffold造形への応用に関する基礎研究
－三次元流路ネットワークを有するポリカプロラクトン多孔質体の造形－

J 83 三次元造形（3）

12 桂井　宏明 東京大学 DC静電インパクト駆動機構の動作特性 K 73 精密・超精密位置決め

13 千葉　直人 電気通信大学
小型自走機械群による超精密生産機械システム
－第104報　ピペット振動による局所流動を用いた新しい細胞操作方法の提案－

L 11
マイクロ／ナノシステム
（旧マイクロメカニズム）（2）

14 林　健彦 東京工業大学 ビルトインセンサによる静電マイクロアクチュエータの変位制御 L 24
マイクロ／ナノシステム
（旧マイクロメカニズム）（4）

15 赤松　洋孝 東京理科大学 小型玉軸受の電食に関する基礎研究 L 68 転がり機械要素（2）

16 中嶋　明平 東京農工大学
進行波超音波応用によるマイクロモータの開発
－駆動原理とプロトタイプ－

M 40 圧電アクチュエータとその応用デバイス

リング状スリット光を用いた三次元変位測定（第5報）
－小型・一体化装置の開発－

N0 08 知的精密計測（1）

定在波シフトによる半導体ウエハ表面の超解像光学式欠陥検査（第1報）
－欠陥検出特性の検討－

N 66 知的精密計測（8）

18 菅原　康弘 富山県立大学 機械力学におけるCAIシステムの構築 O 05
生産原論（1）
−技術者教育−

17 臼杵　深 東京大学

◆ベストプレゼンテーション賞（１８名）
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